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１．フォローアップ研修の目的と”未来志向型アプローチ”

経営層に求められるスキル

• “洞察力”を身に付ける

目に見えるものを手掛かりに、その奥底にある「目に見えない本質」を見
抜く力を養い、「未来志向型」で経営やサービス改善に取り組める視野・
視座を持つ。

• “論理的”に判断する

経験や勘に頼った経営判断や利用者対応、リーダーシップから脱却し、納
得性の高い合意形成を図るためのエビデンス（根拠）に基づいた思考・判
断軸（基準）を持つ。

• 組織変革に向けた”構想(ビジョン)”を描き、”決断”する

先の読めない時代に翻弄されることなく生き残る法人・事業所となるため
には、ありたい姿（ビジョン）を具体的な行動計画や事業構想として描き、
法人・事業所の永続発展に向けた大胆な組織変革の推進力を発揮する。
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コア・マネジメント経営（調査結果の活用）
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≪現状分析≫

特養実態調査

（報告書・個表、
フォローアップ研修）

マネジメント・コア
利用者・家族満
足につながる
サービス提供

≪原因（過去）≫

≪結果（現在）≫

・財務（決算書、経営指標）

・非財務データ（利用率、年間利用者延べ人数）等

本来の経営活動は、「原因」と「結果」に
よって、経営基盤づくりを導き出している

社会福祉法人（組織）・事業所

コア・マネジメント

組織が期待する「結果
（現在）」が導き出せる
「原因（過去）」をきちん
と作れていますか？
例：現場は頑張っている

のに、経営赤字
（その逆もしかり）



理念の実現に向けた立ち位置 起点（時間軸）

こ
れ
ま
で

【過去振り返り型：受動的アプローチ】
日々の行動を振り返り、経営理念との結
びつきを考えていた（意識づけを図る）。

目標や目的を意識が弱いため、経営理念
の実現に貢献できた（影響を及ぼした）
という後付けの成果となってしまう
（業界動向に乗り遅れてしまう）。

こ
れ
か
ら

【未来志向型：能動的アプローチ】
経営理念を実現するために何をしなけれ
ばならないか、業界動向・方向性にどう
適応していかなければならないか逆算し
て必要な行動を紐解く。

最新情報や業界動向から未来を予測し、
自分たちが描く将来像（理念を実現する
ためのありたい姿）に向けた差別化・差
質化に向けた戦略を描くことが出来る。
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調査結果を組織経営・サービスの未来に生かす（未来志向型）

行動を
後押し

行動
指針

「過去」から
行動を決める

「未来」から
行動を決める
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VUCAの時代だからこそ必要な未来志向
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Volatillity（変動性）

Uncertainty（不確実性）

Ambignity（曖昧性）

Complexity（複雑性）

ありとあらゆるものを取り巻く環境が複雑化し、将来を予測することが困難な状態
にあります。だからこそ、未来志向型アプローチによるありたい姿や目標達成に向
けて、逆算して行動を導き出すことがますます重要になります。

ありたい姿
目的・目標

行動
逆算して行動を導き出す（未来志向型アプローチ）



企業 既存事業
未来志向型
アプローチ

新規事業

自動車の製造・
販売・メンテナンス

・若者の自動車離れ
・所有からシェアラ

イドサービスの拡
大（ウーバー等）

・MaaSによる移動手
段の多様化

・サブスクリプショ
ンサービス（定額
利用）「KINTO」

・MaaSプラット
フォーム構想
「MONET」

清涼飲料水、アル
コール飲料の販売

・ビール離れ、マイ
ボトルの増加等に
よる販売低下

・発酵関連の専門知
識を生かしたバイ
オ医療品や農作物
生産

パソコンの製造、
アプリケーション開
発

・パソコン市場の成
熟、スマホの台頭

・クラウドビジネス
の拡大

・デジタルプラット
フォーム、AI、
セキュリティに特
化
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（参考）未来志向型によるビジネスシフト（転換）した事例
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「知の探索」と「知の深化」のバランス

「両利きの経営」より
入山章栄作成を参考

「両利き」
の状態

知
の
探
索

知の深化

知の幅を広げつつ（知の探索）、深化させる「両利き」
のバランスが求められる。
一方、「知の深化」に偏ると、イノベーション（新たな
閃きや気づき）が起こりにくくなる（＝業務改善や時代
の変化に適応した利用者ニーズへの対応が遅れる）。

サクセス
トラップ

（成功の罠）

広く・浅く

狭く・深く

介護分野の「知の深化」
はできているが、より広
い視野を持つための
「知の探索」は十分か？
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未来志向型の視点（解像度と時間軸）

抽象的
外部
環境

福祉
業界
動向

人口
減少
社会

事業
継続
性あ

具体的

今（現在） 未来（5年、10年後）

④【具体的×今】
ex.幹部候補者研修

の実施やデジタル
化に向けた情報収
集とデモ機の試用

①【抽象的×未来】

ex.人手不足の中
でも法人の永
続発展を維持
する

②【具体的×未来】
ex.次世代を担う人

材育成と効率化・
合理化の促進

×【抽象的×今】
ex. 優秀な人材

を集めにはど
うしたらよい
か

③【未来志向型】
中長期的な事業計
画（構想）や人材
育成計画にて形式
知化する。

事例：人口減少社会における社会福祉法人の生き残り戦略

闇雲に取り組んで
も期待した成果は
得られない

実行・進捗管理
振り返り

実行・進捗管理
振り返り
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２．第2回 相模原市デイサービス実態調査報告（概要）

調査結果の総論
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収支差額率

10.44％⇒ 7.84％

（-2.60ポイント）

収益

増減率 99.05％

利用率

73.33% ⇒ 72.33%

（-1.00ポイント）

利用者一人当たり
サービス活動収益

9,967円⇒ 10,216円

費用

増減率 101.13％

人件費率

66.65％⇒ 68.61％

（+1.95ポイント）

2018年4月のマイナス改定の影響、利用率の低下により、収益が押し下げられた。
費用について、人件費率は上昇傾向が続いており、経営を圧迫する最大要因となっている。
社会保障制度の動向が不透明な今、収益状況（収支差額率や利用率）や人材問題（人件費
率の上昇等）が二極化の様相を呈している。

・マイナス改定
・平均要介護度2.26
・加算取得
・サービス提供時間

・常勤換算職員数
5.98名⇒6.00名

・職員一人当たり
給与費289,488円

⇒306,947円
（+17,460円）

・登録者数
・増回
（キャンセル対策）
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【１．平成30年度介護保険制度に適応できていない事業が多く、経営悪化】

登録者の状況（サービス提供時間別、要介護度別）

＜地域密着型＞
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登録者の状況（サービス提供時間別、要介護度別）

＜通常規模＞
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登録者の状況（サービス提供時間別、要介護度別）

＜大規模Ⅰ＞
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